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福岡城・城下町フォトコンテスト特別賞  「鮮やかなメッセージ」 小山 望月様

福
岡
城
市
民
の
会
十
五
周
年
を
迎
え
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
城
市
民
の
会

理
事
長

石
井
　
幸
孝

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
岡
城
市
民
の
会
は
、
本
年
２
月

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
満
１５
年
を
数
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ん
始
め
、
多
く
の
関
係
機
関
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
期
間
、
世
の
中
は
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
当
会
の
活
動
も
常
に
「伝
統
」

と
「進
化
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

福
岡
城
と
鴻
臆
館
と
い
う
、
貴
重
な
遺
跡
の
在
り
し
日

の
姿
を
目
で
見
え
る
形
で
、
天
守
閣
の
よ
う
な
建
物
を
復

元
し
た
い
と
い
う
思
い
は
万
人
共
通
で
す
が
、
膨
大
な
資

金
と
時
間
が
必
要
で
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

一
方
、
日
本
で
最
も
古

い
歴
史
と
豊
か
な
文
化
の
あ
る
、

こ
こ
福
岡
の
地
で
仕
事
や
各
種

の
活
動
を
す
る
方
々
が
、

そ
の
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
心
得
た
上
で
、
取
り
組
め
ば
、

も

っ
と
豊
か
な
こ
の
地
な
ら
で
は
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
意
外
と
関
心
が
薄
い
と
感
じ
、
「博
多
ど

ん
た
く
港
ま
つ
り
」
の
福
岡
城
内
伝
統
行
事
、
「福
岡
歴
史

観
光
市
民
大
学
」
始
め
、
「
文
化
人

・
経
済
人
交
流
会
」
や
多

彩
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
事
業
な
ど
も
手
掛
け
て
ま

い
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
大
勢
の
多
彩
な
方

々
が
参
加
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
〈
フ
後
、
広
く
市
民
層
や
経
済
界
な
ど

に
も
関
心
が
高
ま

っ
て
く
る
と
、
何
か
シ
ン
ボ
ル
を
復
元

し
て
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
し
よ
う
と

い
う
気
運
も
大
き
く

な

っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

福
岡
は
ア
ジ
ア
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
全
国
的
に
は
人

口
減
少
時
代
の
今
も
成
長
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
古

い
歴

史

・
豊
か
な
文
化
を
持

つ
強
み
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

ま
す
ま
す
大
切
に
な

っ
て
い
き
ま
す
ｃ
当
会
も
そ
ん
な
意

識
を
持

っ
た
貴
重
な
存
在
を
め
ざ
し
て
、
今
後
と
も

「伝

統
」
と
「進
化
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
よ
り
幅
広
く
活
動
し
て
い

く
所
存
で
す
。
か
わ
ら
ぬ
ご
鞭
撻
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



在 りし日の福 岡城・鴻臆 館への誘 い一

福岡城市民の会会員  室 川 康 男 (画・文)

「鴻臆館北館・交易 (唐物と鴻臆館の終焉。中世博多商人の萌芽)」
博多湾に入って、穏やかな荒津には何隻もの唐船が停泊しています。そして浜との間を慌ただしく行き来する小舟。浜では次々

と木箱などを陸揚げしています.かたや沈香 (じんこう)の該郁な香 り漂う鴻櫨館北館の中庭には、次々と大量の交易品が運び
込まれ、今や「唐物使 (か らもののつかい)」 が中国の交易商人と商談の真っ最中です.唐物使は朝廷から託された「買い付けリス トJ

に基づいて、お日当ての品々を片っ端から買い上げています。

飛鳥時代からの外交の場「筑紫館 (つ くし

のむろつみ)Jは平安時代 (838年 頃)に は中
国鳳tに 「鴻臆館Jと 改称され、新羅、唐の使

節団や交易商人が頻繁にやってきました。お

かげで、「シルクロー ドの東の終着点Jに は大
陸から多くの文物が伝来し、カルチャーショッ

クをもたらしました。

寛平6年 (894)、 菅原道員の建議によって

遣唐使が廃止されると、鴻臆館は「外交施設J

から「交易の舞台」へ と、その役割を変えて

いきました。

その頃から国内では「国風文化」が成熟 し

ていきます。「:]i朝 文化」力`花開き、唐貴族の

ように荘厳化 していくなか、王朝生活の必需

品として、舶来品が重宝されるようになり、「和

漢融合文化Jが生まれました。それら舶来品
を「唐物 (か らもの)Jと して、平安貴族、富
裕層はこぞってステータス・シンボルとして

求め、海外ブランド品は交易の主役となりま

した。当時の貴族の代表的触t俗 として、「源氏物語絵巻Jに描かれた「光源氏が愛 した唐物たち」は、平安貰族のモダンな宮廷生
活を紡彿とさせてくれます。

「唐物Jの主なものは、沈香などの香刑、薫物 (た きもの)・ 西域イスラムや中国のガラス製品・唐紙・秘色青磁や唐二彩などの陶器・

唐錦や綾の布・虎や豹の毛皮・筆墨の文具・絵画・顔料・調度品。薬・茶・楽器・書籍・唐猫、孔雀やオウムなどの珍獣です。ちなみに、

輸出品は砂金・水銀・真珠・真綿・生糸 硫黄などでした。
交易の唐船が到着すると、鴻腫館から大宰府政庁に連絡があり、政庁は朝廷 (平安京)に急使を送 り報告 します.許可される
と交易商人は上陸して鴻臆館に入館することができます。一方朝廷の「蔵人所Jは「唐物使Jを 任命派遣します.彼 らは貴族や
富裕層が求める品々を優先して買い占めて、残 りを地元貴族が買う、いわゆる「官貿易Jを 行いました.
しかしこのシステムでは、大宰府から平安京まで連絡し許可を得るのに、陸路で14日 、海路で30日 もかかります。商人にとって、

長い場合など6ヶ 月もの間、鴻臆館内にて外出を禁止されて待たされることになり、効率の悪い交易でした.

平安時代末期、延喜9年 (909)か らは、朝廷は経費節約のため唐物使を派遣せず、買い上げを大宰府に委ねるようになりました。

平将門の舌Lや藤原純友の舌しなどで、弱体化した朝廷の力が地方にまで及ばなくなると、高官達は「買い付けリス トJ以外の珍品
を大手できる機会が増え、権力者に極上の唐物を献上したりしました。中には、大宰 fl長官の大江匡房 (ま さふさ)な どは任期
を終えた時、莫大な財産を船2隻に仕立てて京に戻っていったようです。いつの世にもよくある権力者との癒着の蔓延は官貿易シ

ステムの衰退を招き、それに追い討ちをかけるように永承2年 (1047)「 宋商人宿坊 (鴻臆館のこと)Jを 焼失させた放火犯4人捕
縛の記録以降は、200年 続いた「鴻臆館Jは 文献から姿を消 し終焉を迎えました.
前後して中国商人は帰化して博多浜に居住するようになり、1000年 代の中頃には交易の中心は東の博多部の「博多津唐房 (帰

化人の街 )」 に移っていきました。いよいよ交易の表舞台として商業都市陣多が勃興 し、「博多商人Jが活躍します。
なお面には交易品の中に奈良時代、平安時代の交易品や遣隋使、遣庸使が持ち帰った舶来品なども混在させています。時代が交錯していますが、

華やかなりし鴻臆館での交易場面のイメージを膨らませていただければと思います.

「鴻臆館北館・酒宴」

賑やかに日本語、朝鮮語が飛び交い、灯台の明かりの中、宴たけなわ。

今宵も大宰府の役人達が新羅からの使節団を酒宴でおもてなしです。

使節岡は朝廷から入国の許可が出るまで、外出禁上の中 3～ 6ヶ 月の

長期滞在を余儀なくされます。その間、鴻臆館では外国からの藩客 (ば

んかく、新羅・唐の使節団や交易商人たち)を 、頻繁に酒宴でもでなし

ていました.た だしその滞在費は全て大宇府持ちで、商客をただで泊め
て、ただで食事、酒宴を供しました.「続日本後紀Jや 「日本二代実録J
などには、「大宇府に勅して、蕃客を鴻腫館に安置し、前例に随って供

給させるJと いう記述が随所に見られます。今も昔も外交の世界は変わ

らないものです 。一 ね。
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鰊
塚
妙

明
治
に
活
躍
し
た
福
岡
藩
の
先
人
た
ち

甕
房
澁
ン

「安
川

敬

一
郎
」

筑
豊
の
御
三
家
と
呼
ば
れ
る
安
川
家
、
安
川
敬

一
郎
は
黒
田
藩
３０
石
の
藩
士
、
儒
単
者
徳
永
省
易

の
四
男
と
し
て
嘉
永
２
年

（１
８
４
９
年
）
福
岡

鳥
飼
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１６
歳
で
安
川
岡
右
衛

門
に
婿
入
り
し
て
、
四
女
の
峰
と
１８
歳
で
結
婚
し

て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
漢
学
を
単
び
、
い
つ
も

青
表
紙
の
漢
籍
の
本
を
抱
え
て
い
た
た
め

″青
表

紙
〃
と
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

掌
間
好
き
だ
っ
た
敬

一
郎
は
藩
命
に
よ
り
明
治

２
年

（１
８
６
９
年
）
京
都
へ
、
翌
３
年
に
は
徳

川
家
が
移
っ
て
い
た
静
岡
に
留
学
し
、
勝
海
舟
や

山
岡
鉄
舟
を
訪
ね
て
教
え
を
一受
け
て
い
ま
す
。
こ

の
時
、
勝
海
舟
に

″こ
れ
か
ら
は
お
前
さ
ん
英
語

だ
よ
〃
と
洋
学
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
京
し

て
慶
應
義
塾
に
入
単
し
ま
す
が
そ
の
後
、
二
人
の

兄
が
相
次
い
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
た
め
、
明
治

７
年

（「
８
７
４
年
）
学
業
を
断
念
。
帰
郷
し
て

炭
坑
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
２５
歳
の
と
き
で
し

た
。そ
の
後
、若
松
築
港
、
明
治
炭
鉱
、
明
治
紡
績

（戸

畑
）
な
ど
の
創
立
に
相
次
い
で
関
与
し
、
明
治
４‐

年

（「
９
０
８
年
）
に
は
安
川
グ
ル
ー
プ
の
本
拠

と
な
る
明
治
鉱
業
を
設
立
し
ま
し
た
。

敬

一
郎
は
、
〃財
産
は
私
す
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
天
下
国
家
の
た
め
に
使
う
べ
き
〃
と
い
う
考

え
を
、
生
涯
を
通
じ
て
員
き
ま
し
た
。
炭
鉱
業
が

好
況
の
中
、
安
川
電
機
、
九
州
製
鋼
、
黒
崎
窯
業

と
事
業
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
筑
豊
御
三
家
の
貝

島
、
麻
生
の
協
力
の
も
と
、
″八
幡
に
製
鐵
所
を
″

と
国
や
民
間
の
有
力
者
を
説
得
し
、
招
致
す
る
こ

と
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
金
子
堅
太

郎
が
農
商
務
省
次
宮
で
あ
り
、
製
鐵
所
設
立
委
員

長
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
明
治
４２
年

（１
９
０
９
年
）
に
は
私
立
明

治
専
門
学
校

（現
九
州
工
業
大
単
）
を
戸
畑
に
開

学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
息
子
の
、
松
本
健
次
郎
、

安
川
清
三
郎
と
共
に
用
地
探
し
を
し
、
後
に
九
州

大
が
創
設
さ
れ
る
、
箱
崎
の
地
も
候
補
地
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
日
露
戦
争
時
の
軍
需
景
気
に
よ
る
利

益
を

″社
会
に
返
し
た
い
、
国
の
将
来
に
役
立
つ

人
材
を
作
り
た
い
″
と
の
当
時
の
思
い
が
、
今
な

お
多
く
の
技
術
者
を
育
て
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
総
長
が
山
川
健
次
郎
公
不
津
藩
士
〈白

虎
隊
〉
、
元
東
大
総
長
、
の
ち
の
九
州
大
初
代
総
長
）

で
す
。
大
学
の
庭
に
は

「錬
心
壮
胆
」
の
石
碑
が

あ
り
、
敬

一
郎
の
書
を
刻
ん
だ
こ
の
石
碑
は

″将

来
、
社
会
公
共
に
尽
く
す
有
為
の
人
材
た
れ
〃
と
、

今
な
お
敬

一
郎
の

「技
術
と
共
に
人
づ
く
り
」
の

建
学
の
志
を
訴
え
か
け
、
明
治
の
不
屈
の
精
神
を

伝
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
敬

一
郎
の
精
神
は
松
本
健
次
郎
、
安
川

清
三
郎
、
安
川
第
五
郎
、
安
川
寛
ら

一
族
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
正
フ
年

（１
９
１
８
年
）
７０
歳
で
引
退
し
、

昭
利
９
年

（１
９
３
４
年
）
死
去
。
８５
歳
で
し
た
ｏ

還
稿
に
は
、
没
後
、
手
記
と
日
記
を
ま
と
め
た

「撫
松
余
韻
」
、
「安
川
敬

一
郎
曰
記
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
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安川家墓所がある唐人OTの善龍寺

耗 ヽヽ

福
岡
城
市
民
梁

ム
ガ
イ
ド

中

村

　

靖

安
川
敬

一
郎
年
譜

参
カロ
者
募
集

福
岡
城
「東
西
南
北
」
城
下
町
巡
り

．洒

●

一■

ス

一●

●

●

一

２
月
つ
相
個

‐０
時
ヽ
１２
時

一

大
濠
郵
便
局
前
↓
腰
巻
き
石
垣
と
潮
見
櫓
跡
↓
杉
土
手
と
松
土
手
↓

平
野
神
社
↓
鳥
飼
八
幡
宮
↓
金
龍
寺
↓
浄
満
寺

解
散

一■

，

■

・■

●

一■

・●

一一・・一一一
，
一

，
一
■

一一

‐―日寺
‐
‐
Ｆ

‐‐‐２
■

一

三
の
丸
ス
ク
エ
ア
↓
広
田
弘
毅
像
↓
菊
池
霊
社
↓
駿
河
谷
天
満
宮
↓
野

村
望
東
尼
生
誕
地
↓
加
藤
司
書
下
屋
敷
跡
碑
↓
筑
紫
女
学
園

解
散

一北

●

■

ス

●

一

●

●

，
一

‐
２３

‐日
‐
‐
■

一
一

～

一

‐
日寺‐‐

一

三
の
丸
ス
ク
エ
ア
↓
園
應
寺
↓
小
春
姫
大
明
神
↓
貝
原
益
軒
屋
敷
跡
↓

光
雲
神
社
↓
平
野
國
臣
像

解
散

参
加
費

＝

一
名
に
付
き
５
０
０
円

（小
学
生
以
下
無
料
）

申
込
み

。
お
問
合
せ

＝
福
岡
城
市
民
の
会

（裏
面
参
照
）

実
施
は
５
～
４０
名
　
実
施
３
日
前

（木
曜
日
）
締
切
り

″́
′
・・ィ　
一・　
　
΅
・
　
■ヽ
・　
　
■■
“
一
一一
一・・

第

一
回

「福
岡
城
花
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
城
内
の
大
木
を
、

地
図
を
見
な
が
ら
皆
で
探
し
、
発
見
し
た
大
木
の
姿
の
素
晴
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

「い
つ
も
と
違
う
視
点
で
歩
け
た
」
「福
岡
城
内
が
、
こ
ん
な
に
木
々

が
豊
か
と
は
知
ら
な
か
っ
た
―
」
目
心
わ
ず
何
度
も
深
呼
吸
し
た
よ
」

な
ど
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
身
近
な
場
所
で
森
林
浴
が
出
来
る
な
ん
て
最
高
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

多
く
の
友
達
に

「福
岡
城
で
森
林
浴
―
」
を
広
め
た
い
で
す
。
次
回
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
予
想
以
上
の
ご
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
さ
ら
に
楽
し
い
内
容
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
に
な
ら
れ

て
、
ご

一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

平
工
沐
゛
ミ
絲
き
涎
勇
ミ
ミ
饒
Ю

日
　
　
時

・
・
・
４
月
５
日

（日
）
１１
時
～
１３
時
３０
分

集
合
場
所

・
・
・
三
の
丸
ス
ク
エ
ア
入
□

参

加

費

・
・
・
千
円

（お
弁
当
と
お
茶
を
ご
用
意
し
ま
す
）

一
八
匹
九

（嘉
永
２
）
年

一
八
六
四

全
死
ム
狸
死
）
を
十

一
ハ
釜
八
工八

（慶
応
２
）
年

一
人
七
四

（明
治
７
）
年

一
九
〇
八

（明
治
４‐
）
年

一
九
〇
九

（明
治
４２
）
年

一
九

一
四

（大
正
３
）
年

一
九

一
七

（大
正
６
）
年

一
九

一
人

（大
正
７
）
年

一
九
二
〇

（大
正
９
）

一
九
二
四

（大
正
１３
）

一
九
三
四

福
岡
藩
士
徳
永
省
易
の
四
男
と

し
て
福
岡
鳥
飼
村
に
生
ま
れ
る
。

安
川
家
の
養
子
と
な
る
。

家
督
を
相
続
し
て
敬

一
郎
と
改

毛
。

兄
の
死
去
に
伴
い
東
京
遊
学
か

ら
帰
郷
、
炭
鉱
経
営
に
従
事
。

明
治
鉱
業
株
式
会
社
を
創
立
（社

長
）

明
治
専
門
学
校

（現
九
州
工
業

大
学
前
身
）
を
設
立
。

補
欠
選
挙
で
衆
議
院
議
員
と
な

る
。
翌
年
の
総
選
挙
で
は
落
選
。

九
州
製
鋼
株
式
会
社
を
創
設
（の

ち
八
幡
製
鉄
所
が
買
収
）

明
治
鉱
業
社
長
を
実
子
の
松
本

健
次
郎
に
譲
っ
て
引
退

男
爵
に
叙
せ
ら
れ
る
。

貴
族
院
委
員
と
な
る
。

「
月
３０
日
に
８５
歳
で
没

ミ

ヾ

:t

ヽ
下

ヾ
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彊ζ朦襦鰊

福
岡
城
市
民
の
会
な
ど
を
構
成
団
体
と
し
た

「福
岡
城

城
下
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
」
は
株
式
会
社
大

央
様
の
協
替
（に
よ
り
、
第
２
回
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。

受
付
は
４
月
∞
日

（月
）
ま
で
。
多
数
の
皆
様
の
こ
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
月
８
日

（土
）
に
は
城
下
町
の
撮
影
会
を
開
き
ま

す

（定
員
あ
り
。
要
申
込
み
）
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
こ
覧
に
な
れ
ま
す
。

≦
≫
♪ヽ
どこ
Ｌ
Ｏ
一
‐０
す
〇
一
〇
〇
０
⊃
〇
〇
ヨ
＼

福
岡
城
市
民
の
会
会
員
証

（２
０
１
９
年
度
会
費
領
収
後
、

お
手
元
に
郵
送
し
て
い
ま
す
）
を
、
如
水
庵
入
店
時
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
“

会
員
番
号
が
不
明
の
方
は
、
お
出
か
け
に
な
る
前
に
、
福

岡
城
市
民
の
会
に
電
話
等
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
っ
（お
店
に
尋

ね
る
の
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
）

福
岡
城
さ
く
ら
ま
つ
り
の
開
催
期
間
に
つ
い
て
は
、
桜
の

開
花
状
況
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
ヽ
同
ま
つ
り
の
Ｈ
Ｐ

で
こ
確
認
く
だ
さ
い
。

市
駐
然
懇
肇
肇
路
憲
」い
が
■
ケ
Ｌ
職

福
岡
城
さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
、
三
の
丸
ス

ク
エ
ア
内
如
水
庵
で
お
茶
セ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

第
１２
期

福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
翁
１１
回
か
ら
第
２０
□

第
１２
期
福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
は
、
７
月
１
日
に
開

講
、
１１
月
１８
日
ま
で
に
全
講
義
２０
回
が
終
了
し
、
最
終
日
閉

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
石
井
幸
孝
学
長
（当
会
理
事
長
）
が
、
こ
の

歴
史
的
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

と
、
当
講
座
の
聴
講
に
よ
り
熱
心
に
向
学
さ
れ
て
い
る
受

講
者
の
皆
様

へ
の
敬
意
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
事
務
局

か
ら
は
「
出
席
率
７０
％
以
上
の
精
勤
者
が
９９
名

↑
つ
ち
皆
勤

２４
名
）
平
均
す
る
と
登
録
者
の
約
７４
％
の
出
席
率
で
あ

っ

た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
勤
の
受
講
者
の
中
か
ら
、

坂
田
隆

一
様
に
代
表
で
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
本
田
郁
美

様
か
ら
は
受
講
の
動
機
と
、
印
象
に
残

っ
た
講
義
の
感
想

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
第
１１
回
か
ら
第
２０
回
ま
で
の
講
師
、
講
義
の

テ
ー
マ
と
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
（敬
称
略
）

轟
爾
翻
Ｔ
一
講
鎖
山
鑢
麟
史
と
信
仰
に
つ
り
で

筑
後

一
の
宮
で
あ
り
、
重
要
文
化
財
や
県

・
市
指
定
文
化
財

を
複
数
保
有
す
る
高
良
大
社
の
竹
間
宮
司
は
、
歴
史
に
も
篤

く
、
大
社
を
語
る
端
々
に
、
歴
史
的
な
関
連
性
が
ち
り
ば
め

ら
れ
、奥
深
い
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

繭
爾
轍
幽
予

構
購
経
灘
聴
る
装
飾
薔
墳
の
世
界

装
飾
古
墳
を
実
際
に
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
い

か
け
に
、
見
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
方
の
比
率
が
高
く
、

改
め
て
、
受
講
者
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
や
知
識
の
高
さ
を

知
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

轟
懸
誦
５
一．
織
隈
　
紀
豊
　
福
岡
（博
多
）
の
行
事
食

月
を
追

っ
て
行
事
に
つ
き
も
の
の
食
べ
物
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
博
多
独
特
の
お
料
理
に
つ
い
て
は
、
名
前

の
由
来
、
材
料
な
ど
詳
し
い
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
先

生
が
作
ら
れ
た
お
料
理
の
写
真
に
は
、
日
頃
お
料
理
に
関
心

の
な

い
男
性
も
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

ｍ
勒
雉
Ｔ
一一一購
議
期
輔
藤
で
活
躍
し
た
福
爾
人

明
治
時
代
の
雑
誌
の
愉
快
な
人
物
投
票
で
１
位
と
な

っ
た

頭
山
満
ほ
か
、
杉
山
茂
丸
、
山
座
円
次
郎
な
ど
の
玄
洋
社
の

話
、
戦
前
の
教
科
書
に
載

っ
た
と
い
う
添
田
寿

一
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

量
嘲
曰
７
一・森
賞
久
美
子
　
天
神
さ
ま
の
美
術

菅
原
道
真
が

「天
神
さ
ま
」
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た

理
由
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
道
真
公
の
肖
像
画
や
像
が
日
本
各
地

に
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
社

や
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
天
神
像
や
天
神
絵
巻
の
映

像
を
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
時
間
で
し
た
。

心
靱
翻
柩
一一
中
山
喜

一
圏
　
仙
睡
　
―
無
法
の
響
画
―

福
岡
市
美
術
館
で
の
仙
圧
展
会
期
中
に
、
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
幸
運
で
し
た
。
自
ら
を

「仙
圧
さ
ん
の
お
友
だ
ち
」

と
称
す
る
先
生
が
、
と
て
も
楽
し
気
に
作
品
の
解
説
を
し
て

く
だ
さ
り
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

甕
鐵
鱚
７
・
圏
坂
　
大
蔵
　
福
岡
藩
の
支
配
制
度

黒
田
藩
が
、
い
か
に
戦
国
時
代
を
生
き
抜
き
、
徳
川
政
権
下

で
功
績
を
残
す
ま
で
に
な
っ
た
の
か
、
家
系
図
と
年
表
を
見

な
が
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
石
高

の
小
さ
い
武
家
が
増
え
て
い
く
推
移
表
の
解
説
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

量
鰈
躊
７
一
輔
醸
学
繭
弛
見
た
朝
鮮
半
島
と
九
燿
の
関
係

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
朝
鮮
半
島
と
九
州
と

の
関
連
を
物
語
る
遺
跡
を
、
地
図
で
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
か
ら
出
土
し
た
棺
や
上
器
の
特
徴
か
ら
、
こ
の

時
期
、
九
州
は
人

・
物
の
交
流

・
交
易
で
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

潮
爾
誦
Ｔ
一
塩
津
　
蓋
介
　
畿
楽
と
大
亀

能
を
ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
の
か
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
舞
を
見
る
側
が
想
像
す
る
の
が
能
。
能
楽
師
は
、
感

情
は
演
じ
ず
、
肉
体
の
み
で
、
決
め
ら
れ
た
通
り
に
演
じ
る

の
だ
そ
う
で
す
。
大
名
や
戦
国
武
将
の
よ
う
に
能
を
楽
し
め

る
「精
神
的
貴
族
」
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

繭
鐵
誦
７
一
錦
織
　
一晃
介
　
自買
茶
羅

曼
茶
羅
は
、
本
来
は
密
教
の
儀
式
す
る
際
に
つ
く
ら
れ
た

「増
こ
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
導
入
か
ら
、
密
教
の
普
及
に

力
を
注
い
だ
空
海
、
最
澄
の
話
、
そ
し
て
密
教
美
術
の
表
現

の
特
色
ま
で
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
出
さ

れ
た
曼
茶
羅
絵
に
理
想
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

たに
。

難

鑢
　
「こ
ち
そ
う
ダ
イ
ニ
ン
グ
な
な
つ
の
花
」
に

冬
の
ゆ
う
べ
、
「文
化
人
　
経
済
人
交
流

望
年
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
会
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
定
着
し
つ

つ
あ
る
会
で
す
。　
一
般
的
な
交
流
会
よ
り
も
、
よ
り
多
方
面
に

お
よ
ぶ
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
持
ち
の
和
余
人
が
、
同
じ
空

間
を
共
有
し
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
は
、
民
諾
藤
堂
流
大
師
範
有
田
い
ま
里
さ
ん
の

民
謡
。
大
師
範
と
い
う
肩
書
と
は
少
し
違

っ
て
、
と
で
も
キ
ュ
ー

ト
な
印
象
な
の
に
、
ひ
と
た
び
歌
い
始
め
た
ら
　
　
大
変
な
声

量
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「港
の
渡
り
鳥
」
「ふ

る
さ
と
の
風
」
や
、
民
謡
メ
ド
レ
ー
、
ナ
ツ
メ
ロ
メ
ド
レ
ー
な
ど
、

数
多
く
の
曲
目
で
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、
こ
の
会
で
は
も
は
や
恒
例
と
言
っ

て
よ
い
、
黒
田
奨
学
会
田
中

ヾ
■
鋼
Ｆ
一姜

事
務
局
長
に
よ
る
博
多
に
わ

か
。
こ
出
席
の
方
々
の
こ
専

門
を
意
識
し
た
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
も
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
一　
機一

最
後
は
錦
山
亭
金
太
夫
さ

ん
の
博
多

一
本
締
め
。
そ
の

場
が

一
つ
に
ま
と
ま

っ
て
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

第16回  10月 21日中山先生講義風景

11月 18日 閉講式

ピ


